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小
特
集
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
思
う
こ
と
」
中
日
米
の
狭
間
に
生
き
る
郭
　
　
　
海
　
紅
二
〇
一
九
年
九
月
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
日
文
研
で
の
研
究
生
活
の
幕
が
や
っ
と
開
い
た
。
土
日
開
催
の
共
同
研
究
会
、
所
長
主
催
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
日
本
学
研
究
者
と
の
対
話
、
コ
モ
ン
ル
ー
ム
で
休
憩
す
る
至
福
の
一
刻
、
教
員
が
一
回
ず
つ
担
当
す
る
日
本
研
究
基
礎
論
の
聴
講
、
い
ず
れ
も
ひ
ら
め
き
タ
イ
ム
で
あ
り
、
緊
張
し
た
り
、
期
待
し
た
り
と
、
規
律
正
し
い
日
文
研
の
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
は
決
し
て
穏
や
か
な
一
年
で
は
な
く
な
っ
た
。
五
月
初
め
に
読
ん
だ
『
現
代
民
俗
誌
の
地
平
』
の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
に
「
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
目
論
ん
だ
の
は
、
ポ
ス
ト
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
と
し
て
の
民
俗
学
で
は
な
く
、
二
一
世
紀
へ
の
胎
動
と
な
る
ア
ン
テ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
と
し
て
の
民
俗
学
で
あ
る
」
（
一
）
と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
。「
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
」
と
は
何
の
意
味
か
全
然
見
当
が
つ
か
ず
、
電
子
辞
書
に
も
載
っ
て
い
な
く
て
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。
木
村
敏
と
い
う
有
名
な
精
神
科
医
が
人
間
の
心
理
的
時
間
感
覚
を
「
祭
り
の
前
（
ア
ン
テ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
）」
「
祭
り
の
後
（
ポ
ス
ト
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
）」「
祭
り
の
最
中
（
イ
ン
ト
ラ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
）」
の
三
つ
に
分
類
し
、
医
学
の
分
野
で
注
目
さ
れ
た
と
い
う
。「
祭
り
の
前
」
が
総
合
失
調
症
的
、「
祭
り
の
後
」
が
躁
鬱
病
的
、
「
祭
り
の
最
中
」
が
て
ん
か
ん
的
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
12
も
ち
ろ
ん
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
期
待
さ
れ
て
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
祭
り
み
た
い
に
予
定
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
突
然
発
生
し
、
さ
ら
に
悪
い
方
向
へ
向
か
っ
て
し
ま
う
出
来
事
で
あ
る
。
だ
が
所
定
の
秩
序
の
打
破
と
非
日
常
と
の
対
面
に
お
い
て
、
祭
り
と
似
通
う
心
意
や
行
動
な
ど
が
出
て
く
る
。
ち
な
み
に
木
村
も
「
祭
り
（
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
）
は
喜
び
で
あ
り
、
楽
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
冒
険
で
あ
り
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
な
場
所
で
あ
る
」
（
二
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
に
、
自
分
自
身
の
身
の
回
り
に
起
き
た
出
来
事
と
そ
れ
に
よ
る
心
情
の
変
化
を
整
理
し
、
心
理
的
時
間
感
覚
の
分
類
に
も
目
を
配
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
思
っ
た
こ
と
を
綴
っ
て
み
る
。
一
　
ア
ン
テ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
二
〇
一
九
年
一
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
二
〇
二
〇
年
一
月
の
お
正
月
休
み
ま
で
の
丸
二
週
間
は
、
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
応
募
申
請
書
類
の
作
成
に
追
わ
れ
た
毎
日
で
あ
っ
た
。
正
月
三
が
日
も
ほ
ぼ
研
究
室
に
来
て
い
る
S
先
生
を
見
て
、
お
の
ず
か
ら
一
種
の
仲
間
感
覚
が
生
ま
れ
、
励
ま
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。
年
末
年
始
の
休
み
が
終
わ
り
、
日
文
研
も
元
通
り
の
人
出
に
な
り
、
様
々
な
打
ち
合
わ
せ
や
交
流
の
風
景
が
コ
モ
ン
ル
ー
ム
に
戻
っ
た
。
一
月
下
旬
の
あ
る
日
、
昼
過
ぎ
に
コ
モ
ン
ル
ー
ム
で
中
国
籍
の
先
生
た
ち
が
集
ま
っ
た
の
を
見
か
け
た
。
L
先
生
に
呼
ば
れ
話
の
輪
に
入
り
、
様
々
な
話
題
に
花
が
咲
い
た
。
日
本
語
専
攻
の
学
生
の
日
本
語
能
力
の
低
下
傾
向
だ
っ
た
り
、
国
際
結
婚
に
お
け
る
文
化
の
差
異
及
び
広
く
一
般
的
な
婚
姻
維
持
の
心
得
だ
っ
た
り
、
長
崎
出
張
で
見
か
け
た
日
中
交
流
に
関
わ
る
絵
や
写
真
や
道
具
な
ど
実
物
資
料
の
議
論
だ
っ
た
り
と
、
日
常
生
活
か
ら
研
究
ま
で
話
題
は
尽
き
ず
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
話
な
ど
ほ
ぼ
一
言
も
出
な
い
ま
ま
、
た
だ
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
一
月
二
四
、二
五
日
の
土
日
は
、
ち
ょ
う
ど
中
国
の
旧
正
月
の
除
夜
と
元
日
の
祝
日
と
な
る
。
今
回
の
旧
正
月
は
私
に
と
っ
て
特
別
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
日
本
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
二
日
連
続
で
13
学
術
研
究
会
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
と
、
息
子
か
ら
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
関
西
大
学
と
関
西
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
た
め
、
珍
し
く
桂
坂
か
ら
〈
脱
出
〉
し
て
、
関
西
地
区
で
名
高
い
「
関
関
同
立
」
の
大
学
を
訪
問
で
き
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
。
一
年
で
一
番
賑
わ
う
時
で
あ
る
中
国
の
旧
正
月
を
一
人
で
過
ご
す
の
は
ど
う
し
て
も
切
な
い
気
が
す
る
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
こ
と
で
、
心
の
穴
が
一
気
に
埋
め
ら
れ
、
さ
ら
に
不
思
議
と
研
究
に
お
け
る
達
成
感
と
満
足
感
も
生
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
関
西
大
学
の
方
は
、
東
西
学
術
研
究
所
言
語
交
渉
研
究
班
が
開
催
す
る
「
言
語
接
触
研
究
の
諸
相
」
と
い
う
例
会
で
、
も
う
一
方
の
関
西
学
院
大
学
は
世
界
民
俗
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
二
回
目
の
研
究
会
と
な
る
。
ど
ち
ら
も
私
が
関
心
を
持
つ
分
野
と
研
究
者
た
ち
で
あ
る
。
当
日
、
バ
ス
停
に
向
か
っ
て
い
る
時
に
、
息
子
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ル
が
か
か
っ
て
き
て
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
知
ら
さ
れ
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
高
校
で
の
一
〇
ヶ
月
間
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
た
め
、
私
が
日
本
に
行
く
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
し
た
。
二
〇
一
九
年
秋
か
ら
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
申
請
諸
手
続
き
に
手
を
焼
き
、
気
分
的
に
か
な
り
焦
っ
て
い
た
。
中
国
の
除
夜
当
日
の
朝
、
や
っ
と
大
学
か
ら
一
通
目
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
取
っ
た
息
子
が
ど
れ
ほ
ど
ホ
ッ
と
し
た
か
は
、
コ
ー
ル
の
向
こ
う
の
高
ぶ
っ
た
声
か
ら
も
よ
く
感
じ
取
れ
た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
二
〇
二
〇
年
九
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
入
学
で
き
る
の
だ
と
、
家
族
み
ん
な
で
喜
ん
だ
。
二
　
イ
ン
ト
ラ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
こ
れ
ま
で
長
々
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
全
く
無
関
係
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
二
月
に
入
る
と
、
中
国
を
は
じ
め
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
相
次
い
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
や
ら
れ
、
ま
さ
し
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
。
私
自
身
を
例
に
と
る
と
、
夫
と
親
は
中
国
、
息
子
は
ア
メ
14
リ
カ
、
私
は
日
本
、
ま
さ
に
中
日
米
の
狭
間
で
身
近
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
感
じ
、
翻
弄
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。
中
国
に
は
「
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
、
中
国
は
前
半
戦
、
海
外
は
後
半
戦
、
私
た
ち
は
フ
ル
コ
ー
ス
だ
」
と
い
う
、
留
学
生
と
そ
の
親
た
ち
を
皮
肉
っ
た
言
い
方
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
私
の
よ
う
な
立
場
の
者
に
対
す
る
歴
然
と
し
た
語
り
口
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
中
国
で
は
、
旧
正
月
を
境
に
全
国
一
斉
に
外
出
規
制
を
強
化
す
る
態
勢
に
転
換
し
た
。
夫
や
親
の
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
最
初
の
一
週
間
は
ま
だ
旧
正
月
中
に
備
蓄
し
て
お
い
た
食
料
が
あ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
食
料
品
の
品
揃
え
、
外
出
時
の
感
染
リ
ス
ク
、
全
く
の
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
、
万
が
一
病
気
を
発
症
し
た
と
き
の
病
院
の
対
処
な
ど
、
不
安
が
強
ま
る
ば
か
り
。
私
に
で
き
る
の
は
チ
ャ
ッ
ト
を
通
じ
た
こ
ま
め
な
連
絡
と
、
気
分
転
換
の
ネ
タ
を
な
ん
と
か
提
供
す
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
幸
い
実
家
と
婚
家
は
同
じ
町
に
あ
る
の
で
、
夫
が
自
家
用
車
に
よ
る
食
料
品
の
買
い
出
し
と
配
達
を
担
い
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん
な
不
安
と
非
日
常
の
中
、
中
国
で
は
三
月
い
っ
ぱ
い
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
全
国
的
な
改
善
を
迎
え
、
四
月
に
入
る
と
、
学
校
や
公
園
・
施
設
の
開
放
の
ほ
か
、
経
済
活
動
な
ど
が
少
し
ず
つ
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て
き
た
。
そ
の
間
日
本
に
い
た
私
は
、
三
月
二
二
日
、
東
京
で
開
催
の
日
本
女
性
民
俗
学
研
究
会
第
七
〇
〇
回
記
念
例
会
「
未
来
学
と
し
て
の
民
俗
学
」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
拝
聴
す
る
予
定
が
あ
り
、
東
京
大
学
の
あ
る
民
俗
学
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
計
画
も
立
て
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
四
月
七
日
に
日
本
政
府
が
緊
急
事
態
宣
言
を
行
う
前
に
中
止
と
な
っ
た
。
一
方
ア
メ
リ
カ
に
い
る
息
子
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
（State of N
orth D
akota
）
の
あ
る
高
校
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
中
国
人
一
人
で
、
地
元
の
人
は
閉
鎖
傾
向
に
あ
り
、
留
学
生
活
が
半
年
あ
ま
り
経
っ
た
二
月
三
月
頃
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
孤
独
か
ら
生
ま
れ
た
ス
ト
レ
ス
が
限
界
に
近
づ
き
、
愚
痴
が
増
え
、
明
ら
か
な
気
分
的
落
ち
込
み
が
見
15
え
た
。
三
月
下
旬
に
は
ア
メ
リ
カ
の
春
季
休
暇
が
明
け
、
高
校
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
変
更
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭
で
は
、
高
校
の
ス
ペ
イ
ン
語
教
師
で
あ
る
女
性
の
方
は
収
入
に
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
男
性
は
屋
外
の
ペ
ン
キ
広
告
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
、
一
週
間
目
に
家
計
の
話
を
息
子
の
前
で
も
漏
ら
す
事
態
に
な
っ
た
。
だ
が
二
週
目
に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
大
人
一
人
当
た
り
一
二
〇
〇
ド
ル
の
補
助
金
が
手
早
く
給
付
さ
れ
た
と
い
う
。
家
計
の
話
も
し
な
く
な
り
、
心
配
が
和
ら
い
だ
、
と
息
子
か
ら
聞
い
て
い
る
。三
月
か
ら
四
月
、
さ
ら
に
は
五
月
中
旬
を
過
ぎ
た
段
階
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
引
き
続
き
深
刻
な
有
り
様
を
引
き
ず
っ
て
い
て
、
見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
感
染
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
兆
し
が
あ
る
も
の
の
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
緩
や
か
に
感
染
が
広
が
る
状
態
か
ら
脱
出
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
息
子
の
帰
国
航
空
券
は
三
月
と
四
月
に
は
全
く
入
手
で
き
な
か
っ
た
り
、
日
常
茶
飯
事
の
よ
う
に
運
航
が
ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ
た
り
し
て
、
困
惑
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
男
の
子
の
父
親
は
何
と
か
し
て
人
民
元
六
万
元
、
日
本
円
に
し
て
一
〇
〇
万
円
弱
の
航
空
券
を
購
入
し
、
三
月
い
っ
ぱ
い
で
息
子
さ
ん
を
帰
国
さ
せ
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時
そ
の
話
を
息
子
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
私
に
伝
え
た
か
、
羨
ま
し
い
の
か
悔
し
い
の
か
諦
め
か
、
複
雑
す
ぎ
て
私
に
も
よ
く
把
握
で
き
な
い
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
上
げ
た
今
、
息
子
も
や
っ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ア
モ
イ
に
帰
国
で
き
、
ア
モ
イ
で
隔
離
生
活
を
送
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
帰
国
で
き
た
こ
と
を
み
ん
な
に
祝
福
さ
れ
た
が
、
五
月
に
入
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
が
ま
だ
ま
だ
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
日
本
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
、
在
留
期
間
や
航
空
便
が
確
定
し
な
い
こ
と
に
よ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
き
、
予
想
外
の
色
々
な
こ
と
に
多
く
の
外
国
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
日
々
事
態
と
対
策
が
変
化
す
る
中
、
国
内
と
海
外
の
関
係
機
関
か
ら
あ
れ
こ
れ
通
知
と
規
定
が
飛
び
交
う
こ
と
に
は
戸
惑
い
も
あ
る
し
、
心
理
的
不
安
定
感
が
増
し
た
の
も
確
か
で
あ
っ
た
。
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三
　
ポ
ス
ト
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
人
類
が
辿
っ
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
る
限
り
、
い
く
ら
邪
悪
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
い
つ
か
収
束
に
向
か
っ
て
い
く
し
、
あ
る
い
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
日
常
に
溶
け
込
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。
日
本
政
府
が
最
近
よ
く
口
に
す
る
「
長
丁
場
」
は
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
と
長
く
付
き
合
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
共
存
し
て
い
く
覚
悟
を
呼
び
か
け
る
言
葉
だ
と
思
う
。
二
〇
二
〇
年
四
月
九
日
か
ら
日
文
研
は
在
宅
勤
務
制
度
を
開
始
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
い
ち
早
く
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
Y
先
生
か
ら
連
絡
と
慰
安
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
あ
ま
り
経
ち
、
図
書
館
は
一
時
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
縮
減
を
一
部
再
開
に
変
更
し
、
コ
モ
ン
ル
ー
ム
の
業
務
も
幾
度
と
な
く
調
整
が
実
施
さ
れ
た
。
以
前
の
共
同
研
究
会
は
四
〜
六
月
の
間
は
全
て
中
止
。
で
も
そ
ん
な
中
で
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
T
先
生
の
桂
ゼ
ミ
「
文
学
・
文
化
史
理
論
入
門
」
が
維
持
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
飲
み
会
の
「
居
酒
屋
つ
ぼ
ゐ
」
も
オ
ー
プ
ン
し
、
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
旧
正
月
に
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
知
り
合
っ
た
関
西
学
院
大
学
の
S
先
生
か
ら
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
案
内
が
届
き
、
日
文
研
の
レ
ス
ト
ラ
ン
赤
お
に
か
ら
も
「
出
勤
ご
苦
労
様
で
す
」
企
画
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
図
書
館
は
時
間
外
利
用
の
形
で
私
た
ち
を
自
由
に
出
入
り
可
能
に
し
て
く
れ
る
な
ど
、
些
細
な
こ
と
だ
が
確
実
に
日
常
の
秩
序
と
意
識
が
保
た
れ
て
い
て
、
落
ち
着
い
た
研
究
生
活
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
他
に
、
家
族
間
の
絆
や
友
人
と
の
情
報
交
換
な
ど
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
も
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る
息
子
に
関
し
て
多
く
の
友
人
が
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
り
、
学
生
を
含
め
教
職
員
一
同
で
日
文
研
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
た
り
し
た
こ
と
は
す
べ
て
、
中
日
米
の
狭
間
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
悩
ま
さ
れ
た
私
を
支
え
て
く
れ
た
と
感
謝
す
る
。
旧
暦
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
が
開
幕
し
た
頃
に
「
可
能
で
あ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
を
も
う
一
度
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
新
た
に
始
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
投
稿
が
中
国
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
心
情
と
思
い
は
17
ま
さ
に
「
あ
と
の
祭
り
」（
ポ
ス
ト
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
）。
い
わ
ゆ
る
「
と
り
か
え
し
の
つ
か
ぬ
」
手
遅
れ
の
意
味
で
、
木
村
敏
が
鬱
病
に
関
す
る
独
自
の
考
え
で
使
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
ど
ん
ど
ん
深
刻
に
な
る
中
、
自
粛
要
請
の
解
除
ま
た
は
疫
病
の
収
束
を
み
ん
な
が
ど
れ
ほ
ど
心
の
底
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
前
夜
祭
を
待
ち
か
ま
え
る
「
祭
り
の
前
」（
ア
ン
テ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
）
の
心
理
的
時
間
感
覚
と
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
や
や
病
理
的
な
ア
ン
テ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
の
「
先
走
り
」
の
気
持
ち
に
流
さ
れ
ず
に
じ
っ
く
り
と
「
祭
り
の
当
日
」
を
待
つ
か
、
も
し
く
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
日
常
体
系
の
下
に
配
置
し
、
祭
り
気
分
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
術
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
投
稿
に
際
し
、
安
井
眞
奈
美
先
生
ま
た
編
集
担
当
の
先
生
方
に
丁
寧
な
ご
修
正
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
記
し
ま
す
。
（
中
国
山
東
大
学
教
授
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
来
研
究
員
）
（
一
） 
岩
本
通
弥
・
篠
原
徹
な
ど
編
『
現
代
民
俗
誌
の
地
平
』、
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
頁
。
（
二
） 
『
木
村
敏
著
作
集
3
　
躁
鬱
病
と
文
化
／
ポ
ス
ト
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ム
論
』、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
、
四
二
七
頁
。
